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ヒ トインターフェロン応答性遺伝子 (ISG)5--上流領域に存在する重複 GGAA配
配列の cis-エレメン ト機能の解析
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【背景 ･目的】真核生物遺伝子の 5'一上流領域では､TATAボックスが転写開始位

置を決定するcis-エレメン トとして重要であることが知られている｡ しかしなが

ら､インターフェロン (IFN)応答性遺伝子 (ISG)群の 5'一上流領域には典型的な

TATAボックスではなく重複 GGAA配列の存在する例も多い｡本研究では､ヒト

ISG5'一上流領域の重複GGAA配列にプロモーター活性やIFN応答性があるという

仮説を立て､それを証明することを目的とした｡

【方法】種々のヒトBST2､CFB.DSP､GBP2JFI75JRF7JRF8JSG20.KCTD14､

MOVIO.PLEKHA4､PLSCRl､TNFSFIO.ZC3HAVl､ZNFXl遺伝子の5'一上流の重

複 GGAA配列を含む約 30-bpの領域をDNAポリメラーゼ反応により合成し､ルシ
フェラーゼ (LUG)発現ベクターに組み込むことに成功した｡そしてこれらをJurkat
や HeLaS3等のヒト培養細胞に トランスフェクションし､Lucアッセイを行って

各々の重複 GGAA配列によるプロモーター活性を評価 した｡

【結果 ･考察】Jurkat細胞では大部分の重複 GGAA配列にプロモーター活性のあ

ることが判明した｡現在､これらのLucレポータープラスミドをHeLaS3細胞に

トランスフェクションし､IFN処理した場合のプロモーター活性の変化についても

解析を進めており､結果を併せて報告する｡IFNはウイルス感染細胞から放出され､

それ自身､あるいは他の細胞に作用して炎症促進やウイルス増殖抑制効果を持つ

ことが知られている｡重複 GGAA配列のコアプロモーターとしての機能とIFN応

答性のメカニズムを解明することは将来､炎症あるいはウイルス性疾患に対する

新規治療法の確立に大きく貢献するはずである｡


